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●大地への力、石灰窒素（効果と実践事例）
●石灰窒素は大地を大切にします
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循環型社会における農業のありかた
農業と環境

今、私たちは地球温暖化などの気候変動、貴重な生物種の絶滅危機、化学合成物質の自然や人間
への影響、そして食料における質・量と安全性の確保など多くの課題に直面しており、それらに
対する対応が求められている。
ここでは、農業生産と環境とのかかわりのなかで、環境保全型農業を進めるにあたって物質循環
の視点からその対策技術を探る。

鯉淵学園農業栄養専門学校　教授　東京農業大学　客員教授　小川吉雄

環境とは
　環境とは、考えている主体に対し、それに接して主体
と何らかのかかわりを持つもの、事物や現象のことであ
る。主体を地球上の生物にとると、環境とは大気圏、水
圏、土壌圏（岩石圏）であり、人間にとると植物や動物が
環境の一部になる。
　図１は人間の活動による環境の汚染と、環境が人間の
健康におよぼす影響を示したものである。
環境問題とのかかわり
　農業とのかかわりでわが国の環境問題をみると、古く
は渡良瀬川の鉱毒事件がある。日本経済が高度成長期に
入る1960年頃は、鉱工業の廃水および生活排水などによ
る農業用水の汚濁や、重金属により土壌が汚染されるなど
して被害を受け、
さらに大気汚染
物質、酸性雨に
よる植物被害が
公害問題ととも
に顕在化した。
　1980年代に
入ると、今まで
１枚の畑、１枚
の水田の問題か
ら、環境汚染が

面的な広がりをもって発生するようになった。閉鎖性水
域での富栄養化の問題や農村地域の地下水中の硝酸性窒
素濃度の高まりは、集約型農業における化学肥料の多量
施用や畜産廃棄物の投棄的な土壌還元が原因とされ、農
業がその責任を問われる状況へと変化した（図２）。
　2000年代は、地球規模での生態系の変化が、物質循
環にも影響をあたえるようになった。乱開発による熱帯
林の減少や砂漠化は水の循環を狂わせ、化石燃料の大量
消費は大気中の二酸化炭素濃度を上昇させ、温室効果に
よる地球全体の気温上昇を招いた。これらの環境問題は、
いずれも生態系へのかかわり方には物質循環との兼ね合
いで限界があることを示唆している。農業では、温暖化
や異常気象などの気候変動に対する対応が求められ、今
までの生産・流通方式への反省と物質循環機能の回復が
議論されるようになった。

　ロックストロームら（2009年）は、地球にとっての安
全域や程度を示すプラネタリー・バウンダリー（地球の
限界）を環境改変の項目（気候変動、生物多様性の喪失、
窒素・リンの循環、成層圏オゾン層破壊、海洋酸性化、
淡水利用、土地利用変化、大気エアゾルの負荷、化学物
質汚染）ごとに示し、それぞれの持続可能性の限界と現
状の定量的評価を試みた。そのなかで窒素の循環、気候
変動、生物多様性の喪失の３項目は既に限界を超えてい
ると評価している。
　JST/CRDS（2013年）の戦略プロポーザル「持続的窒
素循環に向けた統合的研究推進」が、この環境改変の項
目を整理した表から、限界値を超えている３項目を抜き
出したものを表１に示す。限界値は必ずしも客観的に根
拠づけられているものではないが、農業生産と極めて深
いつながりを持つ項目であり、早急にその対応が迫られ
ているものである。
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図１　人間と環境との関係
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図２　農業と環境問題
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